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Town Topicsまちの話題
新たに活動を始めました ブルーベリー観光農園
豊浦町地域おこし協力隊 ベリーファームとようら

　町では、外から訪れる観光客が住んでみたい、
もしくは交流・関係を続けたい町となれるよう、
魅力ある観光地域づくりを進めるため、地域おこ
し協力隊を募集し、8月2日より新たに1名の隊
員が活動をしています。
　町中で見かけた際には、ぜひお声がけをお願い
いたします。
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晴さん（浜町）
　噴火湾とようら観光協会事務局支援員

　7月27日に豊泉にある「ベリーファームとよう
ら」でブルーベリーを中心とした観光農園がオー
プンしました。
　園主の鴨井智士さんは、令和元年に岡山県か
ら家族で豊浦町に移住されました。
　ブルーベリー栽培のいきさつをお聞きしたと
ころ、「ベリーの本に出会い、この場所で栽培し
てみようかと思い今に至ります」と話してくれま
した。
　ベリーの摘み取り体験は、9月中旬頃まで行わ
れています。

▲事務局のPCで作業をする魚住さん。 ▲園主の鴨井智士さん。園内には40種類のベリー 750
本が栽培されています。

▲いちごの定植作業をする佐藤さん夫妻

文 / 佐藤　貴規　隊員

協力隊の活動はフェイスブックで発信中です！

https：//www.facebook.com/
toyoura.chiikiokoshi/

Facebook

地域おこし協力隊の活動日記
　こんにちは。地域おこし協力隊3期生の佐藤貴
規です。陸上自衛隊を退職し千歳市から移住して
きました。家族構成は妻と長女、次女の4人家族で
す。以前より農家の仕事をやってみたいという思
いがあり、今では研修を通じてその素晴らしさを
肌で感じております。現在の活動状況は研修施設
であるいちご分校の担当ハウス1棟を任され、い
ちごの定植やその管理作業を行いつつ、親方のも
とではインゲンの勉強をしています。
　豊浦町の名産である「豊浦いちご」の担い手と
して、また豊浦町の農業を盛り上げる農人とし
て、認めていただけるように3年間の研修を頑
張っていきたいと思います。よく大岸周辺を走っ
てますので見かけたら声を掛けてください（笑）。


